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◆パフォーマンス 
当期中の基準価額の変動およびその要因分析は以下の通りです｡ 

①当期首 
(前期末) 
基準価額 

②当期末 
基準価額 

③差引 
(②－①) 

④騰落率 
(③／①) 

⑤ベンチマーク
騰落率 

④－⑤ 

5,821円 6,380円 ＋559円 ＋9.6％ ＋10.2％ △0.6％

   

  信託報酬要因 △0.3％

  組入比率要因等 △0.3％

 

■運用状況 

｢住信 J-REITインデックス マザーファンド｣受益証券を高位に組み入れ運用いたしました｡マ

ザーファンドの運用経過は次の通りです｡ 

 

【住信 J-REITインデックス マザーファンドの運用経過】 
主としてわが国の取引所に上場している不動産投資信託(J-REIT)に投資し､ベンチマークである

東証REIT指数(配当込み)の動きに連動する投資成果を目標として運用を行いました｡取引コスト

に留意しながらベンチマークの構成比率に合わせたポートフォリオを組成し､当期末時点では東

証REIT指数を構成する全37銘柄に投資しております｡ 
 

■収益分配 

基準価額水準･市況動向等を考慮して､当期は収益分配を見送りとさせていただきました｡ 

なお､分配にあてなかった利益につきましては､投資信託財産中に留保し､運用の基本方針にもと

づき元本部分と同一の運用を行います｡ 
[計算過程] 

計算期間末における費用控除後の配当等収益(31,748,910円)､費用控除後の有価証券等損益額(0円)､信託約款に規定する

収益調整金(80,808,226円)および分配準備積立金(33,815,213円)より分配対象収益は146,372,349円(10,000口当たり832

円)ですが､当期に分配した金額はありません｡ 
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■今後の運用方針 

◆投資環境の見通し 

不動産賃貸市場の需給改善は遅れており､依然として企業のオフィス需要が弱いことはJ-REIT

相場のマイナス材料と言えます｡一方で､2009年10月に公募増資が再開されて以来､投資法人債

の発行も再開されるなど､J-REITをめぐる資金調達環境は改善傾向にあります｡J-REITの各運用

会社は今後の不動産市況の回復をにらみながら､物件の追加取得や入れ替え､スポンサーの交代､

合併など将来の成長に向けた動きを加速させております｡J-REITは海外REITと比較した場合､配

当利回りが依然として高水準にあり出遅れ感があることから､下振れリスクは相対的に低いと

考えられ､今後おおむね堅調な展開を想定しております｡ 
 

◆運用方針 

今後も住信 J-REITインデックスマザーファンドの組入れを通じて､J-REITを高位に組入れ､イ

ンデックスの銘柄構成に合わせたポートフォリオを組成することにより､ベンチマークである

東証REIT指数(配当込み)の動きに連動する投資成果を目指します｡ 
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1万口当たりの費用明細  

 

項 目 当  期 

(a) 信 託 報 酬 20円

 （投 信 会 社） ( 9) 

 （販 売 会 社） ( 9) 

 （受 託 銀 行） ( 2) 

(b) 売 買 委 託 手 数 料 1 

 （投 資 信 託 証 券） ( 1) 

(c) 保 管 費 用 等 0 

 合 計 21 

 

(注1)当期中の費用(消費税等の係るものは消費税等を含む)は､追

加･解約により受益権口数に変動があるため､下記の簡便法に

より算出した結果です｡ 

(a)信 託 報 酬    

当 期 の 日 数
＝当期中の平均基準価額×信託報酬率×

年 間 日 数

当期中の売買委託手数料   
(b)売買委託手数料＝

当期中の平均受益権口数   

当 期 中 の 保 管 費 用 等   
(c)保 管 費 用 等＝

当期中の平均受益権口数   

なお､平均受益権口数とは､各月末の残存口数の単純平均です｡ 

(注2)各項目ごとに円未満は四捨五入してあります｡ 

(注3)(b)売買委託手数料､(c)保管費用等は､当ファンドが組み入れ

ているマザーファンドが支払った金額のうち､当ファンドに対

応するものを含みます。 

 

 

 

 

 

親投資信託受益証券の設定､解約状況 

 

設 定 解 約 
 

口 数 金 額 口 数 金 額

 千口 千円 千口 千円

住信 J-REITインデックス  
マ ザ ー フ ァ ン ド 

298,699 179,602 132,351 79,634

(注)単位未満は切り捨てております｡ 
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■(参考情報)親投資信託の主要な売買銘柄 

＜投資信託証券＞ 

当 期 

買 付 売 付 

銘 柄 口 数 金 額 銘 柄 口 数 金 額

 口 千円  口 千円

ジャパンリアルエステイト投資法人 122 88,680 日本レジデンシャル投資法人 152 35,125

日本ビルファンド投資法人 109 82,912 アドバンス･レジデンス投資法人 47 16,973

アドバンス･レジデンス投資法人 510 59,887 日本ビルファンド投資法人 19 14,599

日本リテールファンド投資法人 997 43,314 ジャパンリアルエステイト投資法人 16 12,389

日本プライムリアルティ投資法人 189 36,492 ラサール ジャパン投資法人 76 8,889

野村不動産オフィスファンド投資法人 66 34,106 野村不動産オフィスファンド投資法人 15 7,794

森トラスト総合リート投資法人 37 28,710 日本リテールファンド投資法人 39 6,104

フロンティア不動産投資法人 35 23,645 日本ロジスティクスファンド投資法人 8 5,580

日本ロジスティクスファンド投資法人 34 23,477 森トラスト総合リート投資法人 7 5,444

オリックス不動産投資法人 53 22,649 フロンティア不動産投資法人 8 5,432

(注1)金額は受渡代金です｡ 

(注2)単位未満は切り捨てております｡ 

(注3)ベビーファンド(当ファンド)の計算期間に対応した記載を行っております｡ 

 

 

 

 

利害関係人※との取引状況等 
 

 当期中における利害関係人との取引はありません｡ 
 

 

 

 

組入資産の明細 
 

＜親投資信託残高＞ 

当期首(前期末) 当   期   末 
 

口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
住信 J-REITインデックス マザーファンド 1,561,863 1,728,211 1,119,362 

(注1)単位未満は切り捨てております｡ 

(注2)親投資信託の当期末現在の受益権総口数は､3,276,316千口です｡ 

 

 

 

 
※ 利害関係人とは､投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です｡ 
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■(参考情報)親投資信託の組入資産の明細 

 以下につきましては､ベビーファンド(当ファンド)の計算期間に対応した記載を行っております｡ 

(1) 国内投資信託証券 

当期首(前期末) 当 期 末 
フ ァ ン ド 名 

単 位 数 単 位 数 評 価 額 組 入 比 率

不動産ファンド 口 口 千円 ％
日本アコモデーションファンド投資法人 81 107 52,002 2.5
MIDリート投資法人 95 125 26,750 1.3
日本コマーシャル投資法人 133 176 17,793 0.8
森ヒルズリート投資法人 83 158 32,010 1.5
野村不動産レジデンシャル投資法人 50 86 33,540 1.6
産業ファンド投資法人 41 54 20,250 1.0
アドバンス･レジデンス投資法人 － 496 63,091 3.0
日本ビルファンド投資法人 282 372 290,532 13.7
ジャパンリアルエステイト投資法人 230 336 269,136 12.7
日本リテールファンド投資法人 201 1,159 141,745 6.7
オリックス不動産投資法人 131 173 77,158 3.6
日本プライムリアルティ投資法人 324 491 109,836 5.2
プレミア投資法人 68 90 34,200 1.6
東急リアル･エステート投資法人 88 116 58,348 2.7
グローバル･ワン不動産投資法人 50 67 40,468 1.9
野村不動産オフィスファンド投資法人 159 210 110,670 5.2
ユナイテッド･アーバン投資法人 104 138 82,662 3.9
森トラスト総合リート投資法人 95 125 91,250 4.3
日本レジデンシャル投資法人 129 － － －
インヴィンシブル投資法人 28 437 6,476 0.3
フロンティア不動産投資法人 83 110 78,100 3.7
クレッシェンド投資法人 69 91 14,778 0.7
日本ロジスティクスファンド投資法人 64 90 66,870 3.2
福岡リート投資法人 56 73 43,289 2.0
プロスペクト･リート投資法人 39 52 4,352 0.2
ジャパン･シングルレジデンス投資法人 29 38 3,173 0.1
ケネディクス不動産投資法人 104 160 46,720 2.2
ジョイント･リート投資法人 54 79 20,721 1.0
ラサール ジャパン投資法人 63 － － －
FCレジデンシャル投資法人 17 22 5,086 0.2
DAオフィス投資法人 205 272 59,350 2.8
阪急リート投資法人 44 59 24,750 1.2
アドバンス･レジデンス投資法人 40 － － －
エルシーピー投資法人 48 － － －
ジャパン･ホテル･アンド･リゾート投資法人 55 73 13,118 0.6
トップリート投資法人 80 106 45,474 2.1
ジャパン･オフィス投資法人 86 141 11,491 0.5
ビ･ライフ投資法人 26 58 24,882 1.2
日本ホテルファンド投資法人 21 29 5,611 0.3
日本賃貸住宅投資法人 121 160 18,160 0.9
ジャパンエクセレント投資法人 80 106 50,456 2.4

単 位 数 ・ 金 額 ・ 組 入 比 率 3,756 6,635 2,094,305 98.7
合 計 

銘 柄 数 40銘柄 37銘柄  

(注1)組入比率は､マザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率です｡ 

(注2)評価額の単位未満は切り捨てております｡ 

(注3)－印は｢組入れなし｣を表しています｡ 
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(2) 純資産総額の10％を超える不動産投資信託証券の内容 

■日本ビルファンド投資法人(当期末組入比率13.7％) 

①投資法人の目的および基本的性格 

本投資法人は､投資信託および投資法人に関する法律(以下､｢投信法｣といいます｡)にもとづき､資産を主

として特定資産に対する投資として運用することを目的および基本的性格として設立された法人であり､

本投資法人からその資産の運用を委託された資産運用会社(日本ビルファンドマネジメント株式会社)が

これを運用するものです｡ 

本投資法人の特色は､主として東京都心部､東京周辺都市部および地方都市部に立地する主たる用途がオ

フィスである建物およびその敷地から構成される不動産ならびにかかる不動産を裏付けとする有価証券

および信託の受益権その他の資産に投資をすることによって､中長期的な観点から､本投資法人に属する

資産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行うことです｡本投資法人は､投資主の請求に

よる投資口の払戻が認められないクローズド･エンド型です｡ 

なお､本投資法人は､資産の運用以外の行為を営業として行うことができません(投信法第63条第1項)｡ 

(注)東京都心部､東京周辺都市部および地方都市部とは､それぞれ以下の地域を指すものとします｡ 

 東京都心部 都心9区(東京都千代田区､港区､中央区､新宿区､品川区､渋谷区､豊島区､文京区および目黒区)

 東京周辺都市部
東京都心部以外の東京都14区および都下･郊外(1都6県(東京(上記の東京都心部を
除きます｡)､神奈川､千葉､埼玉､茨城､群馬および栃木))に所在する都市(武蔵野､立
川､横浜､川崎､千葉､柏､さいたま等) 

 地方都市部 
上記以外の道府県に所在する主要都市(札幌､仙台､新潟､静岡､浜松､名古屋､京都､
大阪､神戸､岡山､広島､高松､福岡､熊本等) 

〔上記①は､有価証券報告書第17期(2009年7月1日～2009年12月31日)より抜粋〕 

 

②開示されている直近決算期における投資口1口当たりの資産運用報酬等 

 項 目  

   円

 (A) 資 産 運 用 報 酬 1,989 

 (B) 資産保管委託報酬 69 

 (C) 一般事務委託報酬 86 

 (D) 役 員 報 酬 35 

 (E) 会 計 監 査 人 報 酬 24 

 (F) そ の 他 229 

(注1)円未満は四捨五入しています｡ 

(注2)1口当たり資産運用報酬等は､決算期における各費用の額を決

算期間の日数による加重平均発行済口数で除した値です｡ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

〔上記②は､資産運用報告(第17期)を参照し､簡便法にて算出〕 
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■ジャパンリアルエステイト投資法人(当期末組入比率:12.7％) 

①投資法人の目的および基本的性格 

当投資法人は､投資信託および投資法人に関する法律(以下｢投信法｣といいます｡)にもとづき､当投資法

人の資産を主として特定資産(投信法第2条第1項における意味を有します｡)に対する投資として運用す

ることを目的とし､特に､主として｢不動産等｣および｢不動産対応証券｣の特定資産に投資し､中長期の安

定運用を目標とします｡ 

当投資法人の投資する不動産および信託財産である不動産の用途は､主にオフィスビルとし､投資対象地

域は､我が国の政令指定都市をはじめとする全国の主要都市とします｡また､運用にあたっては､不動産お

よび不動産を信託する信託の受益権への投資を基本としますが､投資環境､資産規模等によっては､その

他の不動産等および不動産対応証券への投資を行います｡ 

②投資法人の特色 

投信法第198条第1項および｢ジャパンリアルエステイト投資法人規約｣第36条の規定により､当投資法人

の資産の運用に係る業務は､資産運用会社(ジャパンリアルエステイトアセットマネジメント株式会社)

に全て委託してこれを行うこととされております｡ 

当投資法人の投資対象不動産等に係る資産運用にあたり､資産運用会社は､内部成長の達成､すなわち当

投資法人が既に保有している不動産等資産に係る利益率を最大化させることを目指すとともに､外部成

長の達成､すなわち新たな投資対象不動産等をその時点で当投資法人の利益に最もかなうと判断される

価格帯で取得することにより､収益力とその安定性の向上を目指します｡ 

〔上記①②は､有価証券報告書第16期(2009年4月1日～2009年9月30日)より抜粋〕 

③開示されている直近決算期における投資口1口当たりの資産運用報酬等 

 項 目  

   円

 (A) 資 産 運 用 報 酬 1,221 

 (B) 資産保管委託報酬 112 

 (C) 一般事務委託報酬 282 

 (D) 役 員 報 酬 18 

 (E) そ の 他 226 

(注1)円未満は四捨五入しています｡ 

(注2)1口当たり資産運用報酬等は､決算期における各費用の額を決

算期間の日数による加重平均発行済口数で除した値です｡ 

 

〔上記③は､資産運用報告(第16期)を参照し､簡便法にて算出〕 
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(3) 当期末現在の保有銘柄のうち､当社または当社の利害関係人が資産運用会社または一般事務受

託会社である投資法人 
①資産運用会社 

トップリート投資法人については､当社の利害関係人であるトップリート･アセットマネジメント株式会社

が資産運用会社となっております｡ 

 
②一般事務受託会社 

以下の投資法人については､当社の利害関係人である住友信託銀行株式会社が一般事務受託会社となって

おります｡ 

投資法人名 

MIDリート投資法人 

森ヒルズリート投資法人 

産業ファンド投資法人 

アドバンス･レジデンス投資法人 

ジャパンリアルエステイト投資法人 

オリックス不動産投資法人 

東急リアル･エステート投資法人 

ユナイテッド･アーバン投資法人 

森トラスト総合リート投資法人 

フロンティア不動産投資法人 

福岡リート投資法人 

プロスペクト･リート投資法人 

DAオフィス投資法人 

トップリート投資法人 
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投資信託財産の構成 
 

当   期   末 
項       目 

評  価  額 比   率 

 千円 ％ 

住信 J - R E I Tインデックス マザーファンド 1,119,362 98.1 

コ ー ル ･ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 22,029 1.9 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,141,391 100.0 

(注)評価額の単位未満は切り捨てております｡ 

 

資産､負債､元本および基準価額の状況ならびに損益の状況 
 

■資産､負債､元本および基準価額の状況 

項 目 
当 期 末 

(2010年5月10日現在)

(A) 資 産 1,141,391,839円

 コ ー ル ･ ロ ー ン 等 21,055,936 

 住信 J-REITインデックス 
マザーファンド(評価額) 

1,119,362,350 

 未 収 入 金 973,518 

 未 収 利 息 35 

(B) 負 債 19,737,464 

 未 払 解 約 金 16,451,351 

 未 払 信 託 報 酬 3,260,698 

 そ の 他 未 払 費 用 25,415 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,121,654,375 

 元 本 1,758,197,331 

 次 期 繰 越 損 益 金 △ 636,542,956 

(D) 受 益 権 総 口 数 1,758,197,331口

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,380円

(注)当ファンドの期首元本額は1,584,235,750円､期中追加設定元本

額は632,317,524円､期中一部解約元本額は458,355,943円です｡

また､1口当たり純資産額は0.6380円です｡ 

 

 

■損益の状況 

項 目 
当 期 

(2009年11月11日から
2010年 5月10日まで)

(A) 配 当 等 収 益 3,107円

 受 取 利 息 3,107 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 95,064,905 

 売 買 益 104,858,774 

 売 買 損 △ 9,793,869 

(C) 信 託 報 酬 等 △ 3,286,113 

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 91,781,899 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △ 45,923,531 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △682,401,324 

 (配 当 等 相 当 額) (  79,076,367)

 (売 買 損 益 相 当 額) (△761,477,691)

(G)    計   (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △636,542,956 

(H) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) △636,542,956 

 追 加 信 託 差 損 益 金 △682,401,324 

 (配 当 等 相 当 額) (  80,808,226)

 (売 買 損 益 相 当 額) (△763,209,550)

 分 配 準 備 積 立 金 65,564,123 

 繰 越 損 益 金 △ 19,705,755 

(注1)(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

(注2)(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

(注3)(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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当親投資信託の仕組みは次の通りです。 

信 託 期 間 2008年1月9日から原則として無期限です｡ 

運 用 方 針 

わが国の取引所に上場している(上場予定を含みます｡以下

同じ｡)不動産投資信託証券に投資し､東証REIT指数(配当込

み)の動きに連動する投資成果を目標として運用を行いま

す｡ 

主要運用対象 
わが国の取引所に上場している不動産投資信託証券を主要

投資対象とします｡ 

組 入 制 限 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません｡ 

外貨建資産への投資は行いません｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本運用報告書に関するお問い合わせ先 

住信アセットマネジメント株式会社 

フリーダイヤル：0120-417434 

（受付時間は営業日の午前９時～午後５時です。） 

 

運 用 報 告 書 

第2期 （決算日 2009年11月10日） 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

｢STAM J-REITインデックス･オープン｣が投資対象とする親

投資信託｢住信 J-REITインデックス マザーファンド｣の第2

期の運用状況をご報告申し上げます｡ 

なお､｢STAM J-REITインデックス･オープン｣の計算期間は､

原則として毎年5月11日から11月10日までおよび11月11日か

ら翌年5月10日までであり､当マザーファンドの計算期間と

は異なっております｡ 

 

 

 

〒104-0028 東京都中央区八重洲2丁目3番1号 
 

住信 J-REITインデックス マザーファンド
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設定以来の運用実績 
 

基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク
決 算 期 

 
期 中
騰落率

 
期 中
騰落率

投 資 
信 託 証 券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額

 円 ％ ％ ％ 百万円

設定日(2008年 1月 9日) 10,000 － 10,000 － － 422

第1期(2008年11月10日) 4,953 △50.5 4,890 △51.1 95.6 674

第2期(2009年11月10日) 5,890 18.9 5,834 19.3 98.2 1,460

(注1)基準価額は1万口当たりの数字です｡ 

(注2)設定日の基準価額は設定当初の元本です｡ 

(注3)基準価額の期中騰落率は期首(前期末)比であり､小数第2位を四捨五入しています｡ 

(注4)ベンチマークの期中騰落率は期首(前期末)比であり､小数第2位を四捨五入しています｡ 

(注5)ベンチマークは､東証REIT指数(配当込み)で､設定日を10,000として指数化しております｡東証REIT指数(配当込み)とは､株式会社東京証

券取引所が公表する指数です｡ 

 

 

 
 

 

(注)当ファンドはインデックス連動型ファンドであり､基準価額とベンチマークの動きが近似しているため､2つのグラフがほぼ重なっている

部分があります｡ 
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当期中の基準価額と市況の推移 
 

基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 
年 月 日 

 騰 落 率  騰 落 率 

投資信託証券
組 入 比 率

(当 期 首) 円 ％  ％ ％
2008年11月10日 4,953 － 4,890 － 95.6

11月末 5,164 4.3 5,100 4.3 97.6

12月末 5,471 10.5 5,409 10.6 97.2

2009年 1月末 5,446 10.0 5,378 10.0 97.6

2月末 4,747 △ 4.2 4,675 △ 4.4 97.1

3月末 5,233 5.7 5,166 5.6 98.1

4月末 5,223 5.5 5,154 5.4 98.2

5月末 5,566 12.4 5,498 12.4 98.3

6月末 6,121 23.6 6,061 23.9 98.1

7月末 6,243 26.0 6,185 26.5 98.3

8月末 6,380 28.8 6,325 29.3 98.2

9月末 6,293 27.1 6,238 27.6 98.5

10月末 5,982 20.8 5,926 21.2 98.1

(当 期 末)  

2009年11月10日 5,890 18.9 5,834 19.3 98.2

(注1)基準価額は1万口当たりの数字です｡ 

(注2)基準価額の騰落率は期首(前期末)比であり､小数第2位を四捨五入しています｡ 

(注3)ベンチマークの騰落率は期首(前期末)比であり､小数第2位を四捨五入しています｡ 

(注4)ベンチマークは､東証REIT指数(配当込み)で､設定日を10,000として指数化しております｡東証REIT指数(配当込み)とは､株式会社東京証

券取引所が公表する指数です｡ 

 



 

－  － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(17) ／ 2010/05/28 14:46 (2010/05/28 14:46) ／ wk_10671336_04_osx住信_STAMJ-REITｲﾝﾃﾞｯｸｽｵｰﾌﾟﾝ_MF(目次)_P.doc 

17

wk_10671336_04_osx住信_STAMJ-REITｲﾝﾃﾞｯｸｽｵｰﾌﾟﾝ_MF(目次)_P.doc

当期中の運用経過と今後の運用方針 

 
■基準価額および市況の推移ならびに基準価額の変動要因 
 

 

(注)当ファンドはインデックス連動型ファンドであり､基準価額とベンチマークの動きが近似しているため､2つのグラフがほぼ重なっている

部分があります｡ 

 
 

  
Ｉの期間 

(当期首～2009年3月） 
Ⅱの期間 

(2009年3月～当期末) 

基準価額の動き 下落 上昇 

J-REIT※市場 

当期間のJ-REIT市場は､振幅の激しい展開で､当

期首比では下落しました｡J-REITへの資金繰り

支援のため､日本政策金融公庫の危機対応円滑

化業務が活用されることが伝わると､政策への

期待感から一時､大きく上昇しました｡しかし､

信用収縮の影響をうけて､新興不動産関連企業

が相次いで破綻したことや､日本プライムリア

ルティ投資法人が物件の取得中止による違約金

の支払いのため､大幅な減益予想を発表したこ

とから､収益見通しに対する警戒感が広がり､J-

REIT市場は下落しました｡ 

当期間のJ-REIT市場は､上昇基調で推移しまし

た｡J-REITの資金繰り支援を目的とする不動産

市場安定化ファンドが設立される見込みである

と伝わり､J-REIT市場は大きく反発しました｡さ

らに､財務基盤の弱いJ-REIT等を中心に合併や

スポンサー企業の交代などが発表されたことが

好感され､J-REIT市場は堅調に推移しました｡夏

場以降は､不動産賃貸市場の悪化が嫌気され弱

含む場面もあったものの､業界再編への期待が

J-REIT市場を下支えしました｡ 

 基準価額への影響 マイナス要因 プラス要因 

 
 
 
 
※ J-REITとは､Japanese Real Estate Investment Trustの頭文字をとったもので､わが国の｢不動産投資信託証券｣のこと

です｡ 
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◆パフォーマンス 

当期の基準価額の変動およびその要因分析は以下の通りです｡ 

①当期首 
(前期末) 
基準価額 

②当期末 
基準価額 

③差引 
(②－①) 

④基準価額騰落率
(③／①) 

⑤ベンチマーク
騰落率 

④－⑤ 

4,953円 5,890円 ＋937円 ＋18.9％ ＋19.3％ △0.4％

   

  ポートフォリオ要因 △0.1％

  その他要因※ △0.3％

 

■運用状況 

主としてわが国の取引所に上場している不動産投資信託(J-REIT)に投資し､ベンチマークである

東証REIT指数(配当込み)の動きに連動する投資成果を目標として運用を行いました｡取引コスト

に留意しながらベンチマークの構成比率に合わせたポートフォリオを組成し､当期末時点では､東

証REIT指数を構成する全40銘柄に投資しております｡ 

 

■今後の運用方針 

◆投資環境の見通し 

国内景気の停滞によるオフィスの空室率上昇など､不動産賃貸市場の需給は引き続き悪化傾向

にあります｡J-REITの各運用会社は募集賃料の引き下げにより稼働率の維持を図っております

が､賃料収入が改善するには今しばらく時間がかかることが見込まれます｡一方で､今後もJ-

REITの合併やスポンサー企業の交代といった動きが加速することが予想され､引き続き業界再

編への期待がJ-REIT市場を下支えするものと見込まれます｡ 

また､J-REITの商品特性として､円建て資産として為替リスクがなく､相対的に高い配当利回り

が期待できる点があげられます｡国内の金利が低位で推移している現在､折に触れてJ-REITの配

当利回りの高さが見直され､J-REITへの投資需要が喚起されることも期待されます｡ 

 

◆運用方針 

今後も､J-REITを高位に組入れ､インデックスの銘柄構成に合わせたポートフォリオを組成する

ことにより､ベンチマークである東証REIT指数(配当込み)の動きに連動する投資成果を目指し

ます｡ 

 
 

 

 

 

 

 

 
※ その他要因は､主としてキャッシュ要因等によります｡ 
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1万口当たりの費用明細  

 

項 目 当  期 

(a) 売 買 委 託 手 数 料 5円

 （投 資 信 託 証 券） (5) 

 合 計 5 

 

(注1)当期中の費用(消費税等の係るものは消費税等を含む)は､追

加･解約により受益権口数に変動があるため､下記の簡便法に

より算出した結果です｡ 
当期中の売買委託手数料   

(a)売買委託手数料＝
当期中の平均受益権口数   

なお､平均受益権口数とは､各月末の残存口数の単純平均です｡ 

(注2)各項目ごとに円未満は四捨五入してあります｡ 

 

 

 

期中の売買および取引の状況 

 

＜投資信託証券＞ 

買 付 売 付 
 

口 数 金 額 口 数 金 額

 口 千円 口 千円

国 内 2,811 1,058,249 893 339,610

(注1)金額は受渡代金です｡ 

(注2)単位未満は切り捨てております｡ 

 



 

－  － 
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主要な売買銘柄 
 

＜投資信託証券＞ 

当 期 

買 付 売 付 

銘 柄 口 数 金 額 銘 柄 口 数 金 額

 口 千円  口 千円

日本ビルファンド投資法人 208 171,275 日本ビルファンド投資法人 71 61,524

ジャパンリアルエステイト投資法人 171 127,428 ジャパンリアルエステイト投資法人 60 46,915

日本リテールファンド投資法人 157 65,349 日本リテールファンド投資法人 59 22,243

野村不動産オフィスファンド投資法人 114 65,174 野村不動産オフィスファンド投資法人 36 20,353

森トラスト総合リート投資法人 67 47,343 オリックス不動産投資法人 39 16,363

日本プライムリアルティ投資法人 238 46,374 日本プライムリアルティ投資法人 78 15,175

オリックス不動産投資法人 103 43,138 森トラスト総合リート投資法人 20 14,710

DAオフィス投資法人 164 38,147 東急リアル･エステート投資法人 26 13,179

フロンティア不動産投資法人 61 34,162 DAオフィス投資法人 53 10,920

東急リアル･エステート投資法人 69 34,029 ユナイテッド･アーバン投資法人 27 10,647

(注1)金額は受渡代金です｡ 

(注2)単位未満は切り捨てております｡ 

 
 
 
 

利害関係人※との取引状況等 
 

 当期中における利害関係人との取引はありません｡ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
※ 利害関係人とは､投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です｡ 



 

－  － 
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組入資産の明細 
 

(1) 国内投資信託証券   
当期首(前期末) 当 期 末 

フ ァ ン ド 名 
単 位 数 単 位 数 評 価 額 組 入 比 率

不動産ファンド 口 口 千円 ％
日本アコモデーションファンド投資法人 29 81 38,151 2.6
MIDリート投資法人 48 95 19,902 1.4
日本コマーシャル投資法人 66 133 19,737 1.4
森ヒルズリート投資法人 41 83 22,991 1.6
野村不動産レジデンシャル投資法人 25 50 21,100 1.4
産業ファンド投資法人 20 41 10,127 0.7
日本ビルファンド投資法人 145 282 213,192 14.6
ジャパンリアルエステイト投資法人 119 230 167,670 11.5
日本リテールファンド投資法人 103 201 83,214 5.7
オリックス不動産投資法人 67 131 54,889 3.8
日本プライムリアルティ投資法人 164 324 62,726 4.3
プレミア投資法人 34 68 23,732 1.6
東急リアル･エステート投資法人 45 88 41,976 2.9
グローバル･ワン不動産投資法人 26 50 29,650 2.0
野村不動産オフィスファンド投資法人 81 159 86,019 5.9
ユナイテッド･アーバン投資法人 53 104 52,832 3.6
森トラスト総合リート投資法人 48 95 66,595 4.6
日本レジデンシャル投資法人 64 129 30,186 2.1
東京グロースリート投資法人 14 28 2,828 0.2
フロンティア不動産投資法人 41 83 53,203 3.6
クレッシェンド投資法人 29 69 8,832 0.6
日本ロジスティクスファンド投資法人 31 64 43,712 3.0
福岡リート投資法人 27 56 28,224 1.9
プロスペクト･リート投資法人 20 39 3,057 0.2
ジャパン･シングルレジデンス投資法人 15 29 2,952 0.2
ケネディクス不動産投資法人 51 104 26,707 1.8
ジョイント･リート投資法人 26 54 10,443 0.7
ラサール ジャパン投資法人 32 63 7,396 0.5
FCレジデンシャル投資法人 8 17 3,255 0.2
DAオフィス投資法人 94 205 50,491 3.5
阪急リート投資法人 22 44 16,852 1.2
アドバンス･レジデンス投資法人 21 40 14,640 1.0
エルシーピー投資法人 23 48 3,403 0.2
ジャパン･ホテル･アンド･リゾート投資法人 23 55 7,051 0.5
トップリート投資法人 40 80 31,680 2.2
ジャパン･オフィス投資法人 35 86 7,903 0.5
ビ･ライフ投資法人 14 26 10,920 0.7
日本ホテルファンド投資法人 11 21 3,231 0.2
日本賃貸住宅投資法人 42 121 17,968 1.2
ジャパンエクセレント投資法人 41 80 34,000 2.3

単 位 数 ･ 金  額 ･ 組 入 比 率 1,838 3,756 1,433,442 98.2
合 計 

銘 柄 数 40銘柄 40銘柄  

(注1)組入比率は､純資産総額に対する評価額の比率です｡ 

(注2)評価額の単位未満は切り捨てております｡ 



 

－  － 
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(2) 純資産総額の10％を超える不動産投資信託証券の内容 
■日本ビルファンド投資法人(当期末組入比率14.6％) 

①投資法人の目的および基本的性格 

本投資法人は､｢投資信託および投資法人に関する法律｣(以下､｢投信法｣といいます｡)にもとづき､資産を

主として特定資産に対する投資として運用することを目的および基本的性格として設立された法人であ

り､本投資法人からその資産の運用を委託された資産運用会社(日本ビルファンドマネジメント株式会

社)がこれを運用するものです｡ 

本投資法人の特色は､主として東京都心部､東京周辺都市部および地方都市部に立地する主たる用途がオ

フィスである建物およびその敷地から構成される不動産並びにかかる不動産を裏付けとする有価証券お

よび信託の受益権その他の資産に投資をすることによって､中長期的な観点から､本投資法人に属する資

産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行うことです｡本投資法人は､投資主の請求によ

る投資口の払戻が認められないクローズド･エンド型です｡ 

なお､本投資法人は､資産の運用以外の行為を営業として行うことができません(投信法第63条第1項)｡ 

(注)東京都心部､東京周辺都市部および地方都市部とは､それぞれ以下の地域を指すものとします｡ 

 東京都心部 都心9区(東京都千代田区､港区､中央区､新宿区､品川区､渋谷区､豊島区､文京区および目黒区)

 東京周辺都市部
東京都心部以外の東京都14区および都下･郊外(1都6県(東京(上記の東京都心部を
除きます｡)､神奈川､千葉､埼玉､茨城､群馬および栃木))に所在する都市(武蔵野､立
川､横浜､川崎､千葉､柏､さいたま等) 

 地方都市部 
上記以外の道府県に所在する主要都市(札幌､仙台､新潟､静岡､浜松､名古屋､京都､
大阪､神戸､岡山､広島､高松､福岡､熊本等) 

〔上記①は､有価証券報告書第16期(2009年1月1日～2009年6月30日)より抜粋〕 

 

②開示されている直近決算期における投資口1口当たりの資産運用報酬等 

 項 目  

   円

 (A) 資 産 運 用 報 酬 2,092 

 (B) 資産保管委託報酬 66 

 (C) 一般事務委託報酬 94 

 (D) 役 員 報 酬 35 

 (E) 会 計 監 査 人 報 酬 24 

 (F) そ の 他 185 

(注1)円未満は四捨五入しています｡ 

(注2)1口当たり資産運用報酬等は､決算期における各費用の額を決

算期間の日数による加重平均発行済口数で除した値です｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔上記②は､資産運用報告(第16期)を参照し､簡便法にて算出〕 
 



 

－  － 
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■ジャパンリアルエステイト投資法人(当期末組入比率:11.5％) 

①投資法人の目的および基本的性格 

当投資法人は､投資信託および投資法人に関する法律(以下｢投信法｣といいます｡)にもとづき､当投資法

人の資産を主として特定資産(投信法第2条第1項における意味を有します｡)に対する投資として運用す

ることを目的とし､特に､主として｢不動産等｣および｢不動産対応証券｣の特定資産に投資し､中長期の安

定運用を目標とします｡ 

当投資法人の投資する不動産および信託財産である不動産の用途は､主としてオフィスビルとし､投資対

象地域は､我が国の政令指定都市をはじめとする全国の主要都市とします｡また､運用にあたっては､不動

産および不動産を信託する信託の受益権への投資を基本としますが､投資環境､資産規模等によっては､

その他の不動産等および不動産対応証券への投資を行います｡ 

②投資法人の特色 

投信法第198条第1項および｢ジャパンリアルエステイト投資法人規約｣第36条の規定により､当投資法人

の資産の運用に係る業務は､資産運用会社(ジャパンリアルエステイトアセットマネジメント株式会社)

に全て委託してこれを行うこととされております｡ 

当投資法人の投資対象不動産等に係る資産運用にあたり､本資産運用会社は､内部成長の達成､すなわち

当投資法人が既に保有している不動産等資産に係る利益率を最大化させることを目指すとともに､外部

成長の達成､すなわち新たな投資対象不動産等をその時点で当投資法人の利益に最もかなうと判断され

る価格帯で取得することにより､収益力とその安定性の向上を目指します｡ 

〔上記①②は､有価証券報告書第15期(2008年10月1日～2009年3月31日)より抜粋〕 

③開示されている直近決算期における投資口1口当たりの資産運用報酬等 

 項 目  

   円

 (A) 資 産 運 用 報 酬 1,214 

 (B) 資産保管委託報酬 111 

 (C) 一般事務委託報酬 295 

 (D) 役 員 報 酬 18 

 (E) そ の 他 239 

(注1)円未満は四捨五入しています｡ 

(注2)1口当たり資産運用報酬等は､決算期における各費用の額を決

算期間の日数による加重平均発行済口数で除した値です｡ 

 

 

 

 

 

 

 

〔上記③は､資産運用報告(第15期)を参照し､簡便法にて算出〕 
 

 



 

－  － 
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(3) 当期末現在の保有銘柄のうち､当社または当社の利害関係人が資産運用会社または一般事務受

託会社である投資法人 

①資産運用会社 

トップリート投資法人については､当社の利害関係人であるトップリート･アセットマネジメント株式会社

が資産運用会社となっております｡ 

 
②一般事務受託会社 

以下の投資法人については､当社の利害関係人である住友信託銀行株式会社が一般事務受託会社となって

おります｡ 

投資法人名 

MIDリート投資法人 

森ヒルズリート投資法人 

産業ファンド投資法人 

ジャパンリアルエステイト投資法人 

オリックス不動産投資法人 

東急リアル･エステート投資法人 

ユナイテッド･アーバン投資法人 

森トラスト総合リート投資法人 

フロンティア不動産投資法人 

福岡リート投資法人 

プロスペクト･レジデンシャル投資法人 

ラサール ジャパン投資法人 

DAオフィス投資法人 

アドバンス･レジデンス投資法人 

トップリート投資法人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
※ ①につきましては､これまで｢該当ありません｡｣としておりましたが､上記の記載をすべきであったことが判明いたしま

したので､お詫び申し上げますとともに､今後は正しく記載致します｡ 



 

－  － 
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投資信託財産の構成 
 

当   期   末 
項       目 

評  価  額 比   率 

 千円 ％ 
投 資 信 託 証 券 1,433,442 97.5 

コ ー ル ･ ロ ー ン 等 ､ そ の 他 37,071 2.5 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,470,513 100.0 

(注)評価額の単位未満は切り捨てております｡ 
 

資産､負債､元本および基準価額の状況ならびに損益の状況 
 

■資産､負債､元本および基準価額の状況 

項 目 
当 期 末 

(2009年11月10日現在)

(A) 資 産 1,470,513,150円

 コ ー ル ･ ロ ー ン 等 14,640,191 

 投 資 信 託 証 券(評価額) 1,433,442,900 

 未 収 配 当 金 22,430,026 

 未 収 利 息 33 

(B) 負 債 10,338,424 

 未 払 金 9,074,855 

 未 払 解 約 金 1,263,569 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,460,174,726 

 元 本 2,479,283,257 

 次 期 繰 越 損 益 金 △1,019,108,531 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,479,283,257口

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,890円

(注)当マザーファンドの期首元本額は1,360,827,289円､期中追加設

定 元 本 額 は 1,827,704,925 円 ､ 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は

709,248,957円です｡当マザーファンドを投資対象とする投資信

託の当期末元本額は､ SBI資産設計オープン(資産成長

型)323,415,837円､SBI資産設計オープン(分配型)29,756,461円､

STAM J-REITインデックス･オープン1,561,863,136円､STAM J

リートインデックス･オープン(SMA専用)564,247,823円です｡ま

た､1口当たり純資産額は0.5890円です｡ 

 

■損益の状況 

項 目 
当 期 

(2008年11月11日から
2009年11月10日まで)

(A) 配 当 等 収 益 64,436,224円

 受 取 配 当 金 64,416,618 

 受 取 利 息 19,606 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 70,206,874 

 売 買 益 129,683,883 

 売 買 損 △  59,477,009 

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 134,643,098 

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 △ 686,753,897 

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 781,115,825 

(F) 解 約 差 損 益 金 314,118,093 

(G)   計  (Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,019,108,531 

 次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) △1,019,108,531 

(注1)(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます｡ 

(注2)(E)追加信託差損益金とあるのは､信託の追加設定の際､追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます｡ 

(注3)(F)解約差損益金とあるのは､中途解約の際､元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます｡ 

 

  



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ／ 2010/05/28 14:46 (2010/05/28 14:46) ／ wk_10671336_05_osx住信_STAMJ-REITｲﾝﾃﾞｯｸｽｵｰﾌﾟﾝ_表4_P.doc 

 

wk_10671336_05_osx住信_STAMJ-REITｲﾝﾃﾞｯｸｽｵｰﾌﾟﾝ_表4_P.doc

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 




